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昭和40年9月15B

NOROニュース

社団法人日本外洋帆走協会

！
神戸～横浜交歓ヨツトレース。鳥羽バールレース

本年度のレースは、艇の回航の際wの強風により非常に苦労され、（御前

崎港の漁師の話では10年来の西風）、いざ本番のレースでは、スタート時

より風が落ちはじめて．特に神子元島～大島～三崎とフイニツシユ点に近ず

くに従って無風に悩まされ、神戸大阪レースはモサーⅢのみが完走し、鳥羽

レースは全艇タイムリ鴬ツトにか上ると云う、近年にない悪レースになって

しまい、出走された各位には大変気の毒な結果でした。タイムリミットの設

定については再検討をしたいと思います。
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MOSSA－Ⅲ、STARDUST、MINERVA－Ⅱ、ドンドロの海難

救助の善行に対し表彰を決定

7月22日レース中白浜沖にて第二寿福丸の乗組員全員を救助した善行に

対して、当協会は記念品を贈り表彰することに決定しました。朝日新聞本

社よりも「肌るい社会賞」を8月26日受賞しました。

受賞者各位にお慶び申し上げます。当時の乗組員及び救助報告書は次の通

りです。

MOSSA－Ⅲ守谷克已、吉田義明、小泉信一、荒井日出男、鳥飼俊宏

STARDUST谷川晴彦。蔭山陽三、山田鉄男。松岡敏、鈴木知二、

中島昭典、阿達昌尚

。、

帆
ｊ
６
Ｊ
ｒ
Ｉ

１
１
１

－1－



MINERVA-Ⅱ貴伝名一良、山本誠、沼田吉弘、池本洋祐、中島兵介

ドンドロ前田豊一、頴川三郎．前田満、柳井縦次・木村英三

救助状況報告書
昭和40年7月22日

5．00白浜沖をスタートした時は風も弱く南西2m位で波高も1m

位であった。

Z50頃市江崎を通過する頃から風や上強まり（南西6m位）波高も

潮波が加わり5～4mになる。波も!'三角波!‘状に変り船の

ローリング、ピッチングが大きくなる。

8．00頃市江崎附近で我々ヨットを追越して行った木造機帆船（第二

8．20

8．50

寿福丸40t)が安宅崎手前から急に速度を落し、進路を岸

に近づけ始めたので、周参見へ入港するものと思っていた。

スターダスト、モサーmは寿福丸を追越し周参見沖に至達し

た頃最后を走っていた'1ミネルバ'1帆を下ろし急に沖へ転針

した寿福丸の近くを廻り始めた。先行艇はミネルバか、寿福

丸のどちらかに事故が起った事を察した（ミネルバ艇の話で

は寿福丸が、急に沖へ転針し積荷のチップを海へ捨て始めた

ので近くへ寄って行ったとのこと）

先行艇が、180．転針し帆を下ろし機走した時、寿福丸が

左舷を見せ乍ら岸から2.000M位の処で横転するのを見た。

先行艇が現場に到着した時は、チップが周囲-一面に浮び波に

デッキを洗われている悲惨な姿の寿福丸を見た。

我々4艇ば夫々為すぺき仕事を分担した。即ち強力なエンジ

ンを持ち且つ収容力のあるスターダストが現場に居て救助に

当り、次いで大きいエンジンを持つミネルバが周参見へ連絡
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10．50

に行く、残りの船はスターダストと共に救助に万全を期す。

寿福丸の乗員は2名で、10分位はぼうぜん自失の状態で、

船長はキャビンの屋根にうずくまり機関手は操舵室で舵を持

ったまL動かなかった。船体はデッキが水面よりや些下にあ

る状態を保ち。風と波で､白波が高く打ち上げている岸へ徐々

に寄せられて行く。

岸まで1,000m位になった時、海の色も緑色になり、白波

も立ち始めたので、岩礁と波が更に悪くなり、救助が困難に

なるので、この地点が我々ヨットで乗員を救出可能な限界と

判断し、船長に船の放棄をうながす。

ライフリングにロープを結び、スターダストから流し寿福丸

に接近する。機関手は泳げないので怯がり、船長に海に落と

される様にしてライプリングにつかまりスターダストに救助

される。船長は泳いでヨットに乗るc

この間に漁船(200t位）と曳き船が近ずく。

無事救助出来たので、とりあえず最寄りの周参見港へヨット

5艇と曳船と入港し、警察官へ2名をお願いし我々ヨットは

串本へ向う。

（警察官と救助した2名は曳船で遭難現場へ向う）

以上

(MOSSA－Ⅲ守谷記）

第2回クルーザー教室を開講します

NORO主催、舵誌後援による第2回クルーザー教室を開催します。第

一回は既報の通り盛会の裡に終り受講者の中より、早速会員に入会され、又
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新艇を建造されている方々もいます。初心者にご勧誘下さい。

開講日時10月7日1850船舶クラブ座学

10月10日、17日0800油壷実習

申込締切9月末日会費蔓5．000定員約20人

申込場所日本外洋帆走協会本部

熱海ランデブー報告

8月1日絶好のランデブー日和に恵まれて｡NOROの精鋭27隻は

’’00熱海港に集結、全艇満船飾にて熱海港を賑した。熱海後楽園の好

意により新装なった同園の施設を全部解放し又’200より大歓迎会を

開催され、関谷会長、古屋副会長の挨拶の后、森繁久彌会員のヨットの歌

等で錦上花を咲かせ、大盛会のうちに’500解散。それそれホームポー

トに引揚げた。

会員の皆様より年一回位はこの様なランデブーを是非実施したいとの強

い要望があった。

ランデブ委員田辺英蔵氏（蒼龍）及熱海後楽園の皆様に厚く感謝致しま

す。

諸磯湾導灯及網代崎灯柱を設置します

油壷及小網代湾の夜間進入を容易にし、航海の安全を期する為油壷記念

碑基金により灯標を設置します。

諸磯湾導灯は緑灯、赤灯の見通し一線上を進入するものにて、三船敏郎

氏の敷地内に設置します。地所の使用は福留清彦会員の口添にて三船氏よ

り認可を得ています。

網代崎灯柱は小網代湾への進入を容易にする為、旧水産学校の煙突（現
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在は撤去）の好目標と同じ位置に設置する予定、敷地は国有財産の為交渉に

日時を要しましたが、40年8月27日附神奈川県々知事より使用許可を得

契約書を坂交しました。位置、灯質、その他の明細は設置后通知します。

新レーテイング計測規則の説明会を開催

前号NOROニュースにより新計測実施についての公告をしましたが、諸

準備不備の為41年のレースより実施することに改めます。
へ

新ルールによる計測にはオーナー計測委員の緊密なる提携と事前準備を必

要としますので新ルールの説明会を実施します会員皆様の出席をお願しま

す。特にオーナ（代理人）は必ず出席して下さい。当日は計測規則書をご持

参下さい。

9月50日（木曜）1850於船舶クラブ

1，新ルールの解説

2．艇の計測以前に準備すべきことc

5．計測日の割当（割当日以外ば当分の間計測出来ません）

4，計測費classl茎ス000旧計測済の艇はこの計測費より

〃Ⅱ茎6．000茎5．000を差引きます

へ

〃Ⅲ茎5．000設計図の無い艇は別途実費を徴

〃Ⅳ茎4．500収します。

JOGX4.000

定置網。筏、標識灯設置について保安部に要請

上記についての現在迄の経過報告を致します。

7月1日常務理事より横須賀保安部長宛書簡にて筏標識灯設置方業者に

懲憩方依頼。
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7月6日15．50横須賀保安部（川岸保安官）より電話にて油壺方面の

漁業組合に申し入れの処了承し、灯器具の選択段階にはいった

と連絡あった

9月8日横須賀保安部川岸保安官にその後の動静電話照会の処

各業者間にて意見生じ実現に至らず。

官側として強制施行に踏み切る訳にもゆかず成果見守る態との

こと。

へ

事務局よりお願い

会費未納の方は至急お払込下さい、会の運営上に非常に支障をきたして

います。

全国会員数報告（40．8．20現在）

、
グ
ｒ
』
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唾皆
閏、、
、

計普通特別～｡、

～

関 東

東海

内海

京都

89 24 541

70

228

18 52 0

117 72 22051
へ

未報告

計 651158 597 96

新入会員名簿及住所変更一覧表を送付します。来年度は会員名簿を発行

しませんから綴込又は訂正して下さい。定款、会員名簿、レース規則。

計測規則書の残部がありますから、ご希望の方はご一報下さいc

【）
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oNORO第二回講習会会計報告(40年6月15日）

０
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収入の部 支出の部

受講者52名 配布教材費

会場費（2日）

講師車代(5人）

雑費

16．000 9

12．

／ 20，000

2．150差引不足額 28．160

計 計44，160 44．160

へ

新 登録艇紹介

SAILNo

574

YACHTIRIG｡ TOF OL_ FLEET OWNER

方栄世｜油麗IY高 壺

設計者横山晃LOA7M480,B2M420ENGINEDIYASYE/1800

建造所トーアヨツトLWL5M760.D1M500DISPT2T600

NORO-II|r l芳賀俊一-郎
横山晃LOA7M480.B2M500ENGINEDIYA5P

馬淵建設工』WL6MOOOD1M280DISPT2TOOO

3751

設計者

建造所

輿邑

艇名及特別会員変更

Ａ
Ａ

２
４
２
８
６
６

(IBgRION)|平松栄一

(旧名園班mG)|岡野喜一郎
509

510

Ｓ
Ｙ
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特 別会員変更

新特別会員 旧（普通会員になる）

一
治
治
士

員
会
将
讓
咄

１
－鍜
一
戸
村
口

新
中
森
沼

Ａ
ＩＩ

Ｒ
Ｘ
一

切
Ｕ
Ｅ

四
一
噸
耶
皿

Ａ
｜Ｙ
》
Ｍ
Ａ
Ｌ

Ａ
Ｈ
Ｏ

Ｋ
Ｓ
Ａ

Ｓ Ｎ

Ｉ
１
４
６

Ｌ
９
０
１

Ａ
５
５
３

０
’

YAOHT

頴原正美

落合公平(ｵﾘﾝバｽ-11の特別会員）

木村安夫

候補生より普通会員に登録

へ

‘…馬渡健治｜‘‘‘‘石橋国細‘‘'‘山田昌興
る』！，畑中俊彦｜』‘，‘小林幸雄

本年度のレース予告

9月25日（土）～26日（日）

小網代～初島（時計）～江の島

小網代2000

初島レース 日
ス
ト

催
一

夕

開
コ
ス

10月22日（金）～24日（日）

小網代～神子元島（反時計）～城ケ島

小網代2200

10月’0日（日）

10月18日（月）1850横浜海員倶楽部

1i月20日（土）～21日（日）

小網代～大島（時計）～城ケ島

小網代’000

11月7日（日）

f1月15日（月)183D横浜海員倶楽部

毎月第5日曜日

前日2150油壺ヨツテル

神子元島レース 開催日

．－ス

スタート

申込期日

艇長会議 へ

4網代ｶﾂブﾚｰｽ

（4網代フリート
担当）

開催日

．－ス

スタート

申込期日

艇長会議

開催日

申込期日及
び艇長会議

参加料

湾内ポイントレース

（〉!唾フリート
担当）

’艇に付茎1，500－
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レース委員長安岡信一

7月19日（月）雲時々小雨気温平年以下午後s風力，

’6．50分神戸市須磨着（安岡中山麻里）入港艇モサーーⅢドンド陣

スターダスト’ス00卓ネルバ入港サモンーⅡは回航中エンジン,ト

ラブルで御前崎入港レースは出艇せずと連絡あり、，8．00より前夜

祭。会長、秋田副会長出席、龍王丸の陳さん出席し神戸横浜レーースに

は回航が問に合わな､ので、鳥羽レースに出艇することになったと連絡あ

り｡

前夜祭では会長、副会長の挨拶各艇の紹介等関東、関西の交流を致しまし

た。

了月量○日（火）雲り時々小雨気温ひくい、SW風力，～2、

須磨'‐一（内事務所にて、0，00より艇長会議、，0．00仮スタート

（スタートラインはハーバ沖のマークポー‐卜2隻により其の間）新和歌の

浦に’8．00全艇入港

了月2’日（水）スター‐卜時小雨気温はひくくNW風力0－，，

0，00会長出席の上スタ－卜前艇長会議、各艇長より申込があり本スタ

ートを田辺よりする事に決定するが、コミツテイとしては新和歌の浦をス

タートとして扱う事にする。’0．00ラジオ時報によりスター‐卜するが風

が無い為に目の前にいつまでも浮んでいる。スター‐卜後各所に挨拶廻りの

後鳥羽に直行する。’6．00鳥羽浜べ浦朝雲旅館に着き、本部を開く用意

と保安部、御木本、市役所、鳥羽商工会議所、国際ホテル、税関等挨拶廻

へ

へ

－Q－
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18．00より国際ホテルでニユージヤパン・マリンのパーティあり入港艇

憾龍王丸18日1200アオレレーⅡ18日1700ネビーブルーー20日

15‘00フルルブルー－20日12．00－､ミレリーナ21日0100マイグレ

ーター18．00入港

ア月22日（木）雲り時々小雨気温低<w風力1～2，

10．3o東海支部の鈴木、水上両コミツテイ着本部開催．1愚50新聞社

より電話で神戸レー・ス出艇中の四艇が田辺沖において沈没しかかって､・るへ

機帆船(40t)の乗組昌2人をレース中断して救助したと連絡あり、

15．00うずしお入港を最後に全艇入港15．00より出艇申告書受付開始

16．40モサの吉田さんより電話がありレーース中断した為、本日1850

より串本から再スタートするむね連絡あり。1ス00艇長会議保安部より

四管の救難課長鳥羽の係長、会長則武常務理事出席18．00より前夜祭本

年は名司会者の飯島専務理事が出席しないので安岡が司会する。

了月23日（金）スタート時雲り気温平年より低いSW風力0～1，

12．00御木本パールアイランド沖を仮スタート’5．00ヨセマルを本ス

ターー卜、スタート時は風速’～2m/sで霧視界約3マイル最後の艇がス

ターl･jフイン･を通過したのが13.50でした。へ

各艇帆走していると云うより潮に流されている様な感じが強かった、上陸

後各所に挨拶廻りして、三崎本部に向う、本部着25．00風力なし今夜よ

り24時間ウオッチに付く

7月24日（士）雲り気温平年並NE風力0～1，

2恩日18．00の天気図によると潮岬W風力5（以下風力略）御前崎W5

大島W4，24日0115では潮岬W4、御前崎Wろ、大島W4であるが

三崎はNE風力1なのでレース艇は石廊崎まで来ているが陸に近くなると

-1C-
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風がなくなり困っているのでないだろうかと皆で話ている所へ飯島さんが

陣中見舞に来て下さる（15．00）18、00潮岬W4.、御前崎W4，大島

SW2、三崎NE1～Oあいかわらず遠州灘沖には風があるが三崎近くは

風力0に近い、今夜も24時間ウオッチに付く

7月25日（日）雲り気温低くN-NE風力0～1，

06．50約1．5マイル先に帆影発見モータボートで確め艇行きモサと確認

約1．5マイルを三時間以上かもって9時44分20秒フイニツシユする‘，

へ串本より2日15時間14分20秒でフイーツシユ各レース艇（神戸レー

ス）も近くまで来て、ると報告があったので海上を見るが帆影なL､、11．

30ドンドロ機帆走で三崎入港12&50、ミネルーペ機走で入港15.30、

スターダスト機帆走で入港、神戸レース全艇入港するが完走艇はモサ1艇

だけである。

1ZOO横浜氷川丸において会長則武理事、飯島理事。横山理事出席の上

表彰式横浜市長より、モサに市長盃並にフワーストフイニツシユの議長盃

が渡される。

とても大きいトロフィだ、レーース参加各艇に田辺沖の救助により敢闘賞が

出た、各艇シーマンシップありがとう。

18．00鳥羽レースのタイムリミットになるも全艇フイニツシユせず風力

は相変ず’ぐらい、’ス00オリンパス大島棄権入港を初めに’ス50う

ずしお機走着、18．50応龍、21,00はやとり、ケリダ、21｡10ケロ

ニヤ、龍王丸、21．50ジユンブライド、21．40フルルブルー、22．0

0ネビ一ブルー、22．08飛車角、22．10アオレレ、22．25マイグレ

.へ

一夕－、25．00潮風、23．05ぷしリーナ以上全艇棄権入港を確認し三

崎本部に連絡の上ウオンチをとくu
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後 記

タイムリミットに付って

今回のレースは神戸横浜レース、鳥羽レースでタイムリミット内にフイニ

ツシユした艇は1艇だけと云う淋し、結果になってしまったが、タイムリ

悪ツトの決定に付いては、過去の鳥羽レース所用時間を参考の上委員会に

於て決定され艇長会議に計られましたが、天候の状況から此の様な結果に

なり我々．薯ゾテ--fも張切ってやったつもりなのですが残念でなりません。

今後も此の様な事が出て来ると思いますが。レースに関係のある会員諸兄へ

の中にも時間の制限を受けられる方もいると思いますので。タイムリミツ

卜を無くすると云う事も問題ではないでしょうか？しかし此の様な結果

になったと云う事はター1ムリ；:ツトに付いて十分な研究が必要であると思

います。

此の結果はひとつの我々の経験であって此の結果を土台として此の先もつ

とN｡O｡R｡cのレースが充実して行く事と思、ます。

報告の義務に付いて

艇長会議（横浜海昌会館）、回航計腫、鳥羽人港報告、棄権報告書、（こ

れは棄権ではなく失格とも考えられますので報告書を出さずとも良いと思

う方もおられると思もますが）等2．5の艇で出席又は報告のな、艇があ

りましたが、運営上支障をきたしますので。規則はかならず守って頂きた

いと思います。

最後に各保安部並に御協力下さいました方々に此の紙面を持ちまL｡て御礼

申し上げます。

へ
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:雷鴬雪誰ご受坂麦計算書

1965-Ze1

神戸～横浜
交歓レース

鳥羽パールレース 備考

,00.00品0

5，000100

11，0000100

~’

田

1R000100

42000100

神戸～横浜交歓
レース実行委員会

参加申込料収
人
之
部

会員参加料

前夜祭参加料

へ

21，900100
1

1

合 計 8”00100116,000100
l
l

8ス450100

74，664'00

5，116100

1，200100

5，560100

6，210100

250100

会長,常務理事”主事、
安岡レース委員長他1名

コミツテー諸氏

32，580100

56，281'00

10，694100

21，000100

4，390100

6，020100

16，250100

616188

200100

6,754158

旅費

宿泊費

交通費

前夜祭参加料

電‘話料

印刷費

諸借料

清耗品費

通信費

諸雑費

支

車代

出

之 帆走指示書、挨拶状、
礼状、連絡先一覧表

部

へ 1,028!12

400100

”60162

1

154，766126
1

合計 182818174
1

’

75，818174 64，866126差引不足額

両レース支出額はレース日数等を参考に後日按分したものです。
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